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巻　 頭　 言

                                                        島根県立吉賀高等学校
校 長　 小　林　三　高

　吉賀高校のキャリア教育は、平成23年度の高校魅力化事業開始以来「総合的な探究の時
間」を中心に、１～３年次の連続性を持たせ３年間で「アントレプレナーシップ教育」に取
り組んできています。

　「アントレプレナーシップ教育」は１～３年の３カ年にわたる「総合的な探究の時間」
の柱となるよう、１年次「アントレⅠ（課題発見期）」、２年次「アントレⅡ（課題解決
期」）、３年次「アントレⅢ（課題発展期）」という流れで計画し進めております。また今
年度７月には「３年生アントレプレナーシップ教育最終発表会」を開催しました。３年生は
１～３年１学期までの取組を総括し、自分自身の成長を自分の言葉で語ってくれました。今
年度は昨年度以上に探究色を強めた本格的な学習として「アントレプレナーシップ教育」を
推進しています。

　今年度の「アントレプレナーシップ教育成果発表会（１・２年生）」は六日市体育館を会
場に実施し、地域の方や東京の大学生及び大学の先生に参加していただく予定でしたが、島
根県がまん延防止等重点措置の対象になったことから、急遽会場を吉賀高校に変更し、発表
はオンラインで行うこととしました。そのような状況の中ではありましたが、生徒たちは慌
てることなく、堂々と発表してくれました。ご参加いただいた皆様からは、発表内容や態度
もよりレベルアップをしているという概ね高評価をいただきました。このことは生徒にとっ
て「大きな学び」であり「自信」に繋がるものであります。また、このことを糧として、今
後もいろいろなことに「チャレンジ」してほしいと願っております。
　また成果発表会の翌日には、吉賀町教育委員会主催の「サクラマスプロジェクトフォーラ
ム2022」がオンラインで行われました。本校の卒業生が現況報告と今後のビジョンについて
語ってくれました。これから社会人として自立しようとしている皆さんの強い決意を聴くこ
とができて、とても頼もしく感じました。本校のキャリア教育が、吉賀町サクラマスプロ
ジェクトの一角として、吉賀町の社会教育にも効果的な役割を果たせているとしたら大変う
れしく思います。

　本冊子は、「アントレプレナーシップ教育成果発表会」で発表した内容の報告集です。生
徒たちが1年間探究してきた地域課題とその解決策等をまとめたものです。今年は全員が紙
芝居形式で自分の努力や成長を語り発信してくれました。それによって生徒個々の中にまた
一つ「学び」が蓄積されたと感じています。これからも探究活動の成果がより具体的で実現
可能な内容になるよう深めていってほしいと願っています。

　最後になりますが、連携をいただいている青山学院大学、大正大学、法政大学、日本女子
大学の諸先生方、そして日頃からご指導いただいております地域の皆様に心より感謝申し上
げ、巻頭のご挨拶といたします。
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　吉賀高校では総合的な探究の時間を「アントレプレナーシップ教育（通称アントレ）」と
称しプロジェクト型探究学習を行っています。アントレプレナーシップとは「起業家精神」
を意味しますが、この変化の大きい不確かな時代に、仕事が無いなら自ら創るマインドとス
キルを身につけるための授業と位置づけ、「未来を創る力」を育
成する探究学習を展開しています。この授業の中で、自分たちの
やりたいこと（Will）と、出来ること（Can）、そして地域社会に
おける需要（Need）を掛け合わせて、ありたい未来を実現する
ために仮説を立て、それを検証するための『プロジェクト』を考
え、地域をフィールドとして実践に移し、探究のサイクルを回し
ていきます。

　今年度は、東京研修を１・２学年合同で実施する計画で
したので、アントレも２学年混合のグループを編成し、プ
ロジェクトを考えていきました。学年の壁を越えて協働す
るのは大変な面もありましたが、意見を出し合い、各個人
の強みを活かして協力しながらプロジェクトを進めること
ができました。

　また、本校では、青山学院大学・法政大学との高大協働研究を行っており、大学生と交流
しながら探究学習を深めています。本来であれば、夏には大学生が吉賀町を訪問し、秋には
高校生が東京を訪問し、それぞれの地でフィールドワークを行う予定でしたが、新型コロナ
ウィルス感染拡大を受け、残念ながら今年度も直接の交流
は叶いませんでした。しかし、オンラインを活用して大学
生と高校生は継続的に交流し、東京研修に代わるフィール
ドワークもオンライン上で一緒に経験することが出来まし
た。この高大協働研究で大学生と交流することにより、探
究のサイクルのいろんな場面で、多様な視点からの意見や
アドバイスをもらったり、壁打ちしてもらったりと、沢山
の学びを得ることができました。

　そして何より、本校のアントレは地域の方々の協力が
あってこそ成り立っています。どのプロジェクトも、地
域の現状を聞き取り、プロジェクトを考え、様々な方に
ご協力いただきながら実践に移しています。地域のリア
ルに触れ、机上の空論ではなく地に足の着いた学びを展
開できているのは、暖かく見守っていただき、高校生に
機会と場を提供いただいている地域の皆様のおかげです。

吉賀高校のアントレプレナーシップ教育（アントレ）とは
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　本来であれば、１２月の中間発表会、２月の成果発表会
には、このようにお世話になった方々をお招きし、直接高
校生の発表を聞いていただきたかったのですが、やむを得
ずオンラインでの開催とさせていただきました。コロナ禍
で様々な制限はありますが、今後も可能な形で発表の場を
設けていきたいと思います。

　今年度の高校生たちのプロジェクトの内容、アントレを
通じての学びや成長をまとめたスライドをこの報告集に
は掲載しております。吉高のアントレの発展のため、これ
からもご助言・ご協力をお願いいたします。
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【地域に出て、地域の人や大学生と学ぶことの意義】

 ・同じ地域や世代だけでは考えもしない発想や価値観を知
　ることができるので、視野が広がります。そして、視野
　が広がると物事に対して様々な角度から見たり、考えた
　りすることができ、普段の生活が前よりも楽しくなると
　思います。

 ・実際に地域に出て話を聞くことで、身近なところでどん
　な社会問題が起こっているのか、自分の地域の課題が何
　なのかを知ることができました。吉賀町に住む外国人の

困りごとを知ることができたし、地域に出て小規模なプロジェクトをすることで色々な
ノウハウを身につけることができました。

・大学生や地域の人からは、経験を積んでいる分、異なる視点から厳しい意見をもらえま
した。自分たちがニーズを全く考えていなかったことを指摘されたり、何を本当に地域
の人たちが必要としているかを知らされたりもしました。自分の思い込みだけでやって
ないか、考えるきっかけとなりました。

・アントレでアスレチックを作るとき、最初は地域の人に頼ってばかりでした。それで一
度怒られたけど、そこから自分でやれるところはやって、困ったときに頼るようにしたら、
快く相手をしていただけたことが印象に残っています。

・音楽の素晴らしさに気づき、笑顔の大切さを改めて感じました。機材の準備やコンサー
トの実施は先生や社会福祉協議会の方の支えがあったからこそできました。コンサート
の後、地域の方から声を掛けられたりすることも増えました。沢山の人と関わり、コミュ
ニケーションをとることの大切さを学びました。

・地域の人や大学生と出会い、色々な価値観の人た
ちと触れ合いました。物事に対して色々な受け取
り方ができるので、相手に不快な気持ちを与えな
いように言葉を選んで話さないといけないと感じ
ました。また、大学生からは、話し方のコツやア
ドバイスをもらったので、これからに活かしてい
きたいです。

・地域の方々は自分よりも経験値が高いので、現実的なアドバイスをもらえます。そして、
地域や社会の、辛い面も甘い面も知ることができます。プロジェクトを地域で実行する
ことで、当事者意識をもって取り組むことができ、「大人レベル」で活動できるので、飛
躍的に自分を高められました。

・地域に出て実物に触れたり、地域の人の話を聞いたりして、新しい発見や新しいアイディ
アを得ることができました。経験豊富な人から話を聞き、昔と今の違いなどを知ることで、
課題発見に大いに役立てられました。

3 年生　アントレ最終発表会の振り返り（抜粋）
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【アントレで学んだことや身につけた力を進路に活かしていく】

・一つのアクションの後で反省をし、次のアクションでどういう所に気を付けたら上手く
繋げていけるのかを考えた。その PDCA を上手く回せるように意識したり、アントレ以
外でも試したりしたので、将来はこのことを活かして、大学や仕事の中で少しずつでも
多くの人を助けられるようになりたいです。

・１年次のアントレも、２年次のアントレも絶対に一人では確実にできませんでした。み
んなで考えて意見を交換することによってより良いものができたので、協働する力を身
につけられたと思います。また、たくさん失敗したけれどそれをどう活かして次につな
げるかを考えることが大切だと思うようになりました。

・３年間のアントレを通して、どのように行動し何をいつ
までに終わらせるかという計画力や、考えていたことが
ダメになった時に、次はどうすればいいかと試行錯誤し、
挑戦する力が身に付きました。これからも、たとえ結果
が出なくても、挑戦することを大事にしていきたいです。

・アントレで身に付いたことで最も大きいのは行動力で
す。自分で計画を立てて、必要に応じて自分でアクションを起こすというのは他の授業
では学ぶことがあまりできないため、いい経験ができたと思います。また、自分が想像
していたことと違うことが起きた時に、何が原因だったかを考え、次にどう行動すれば
よいかを考える、失敗から学ぶ力も身につけたと思います。

・メンバーとの団結力、地域や周りの人と協力して何かを考えるためのコミュニケーショ
ン力、みんなで発案したアイディアを実現させるための行動力や、地域の人も巻き込ん
でいくための人望など、アントレで培った力を存分に活用し、地元である吉賀町に貢献
したいです。

・今回のお年寄りとの関わりで、元気な大きな声と目を見て話すことが大切だということ
が分かりました。将来、理学療法師になって体の不自由な子供からお年寄りまでの生活
範囲を広げることを目標に、アントレで身につけた思考力と行動力を活かしていきたい
です。

【発表会を終えての振り返り】

・発表は何回しても毎回難しいなと感じます。ただ１年生の時に比べたら断然上手になっ
たと思います。他人に自分の発表を聞いてもらってコメントを貰うのは新しいことを知
れるし、自分の意志を確認できる良い機会だと思っています。

・自分の思いを上手く言葉にし、ちゃんと形にして発表するのは改めて難しいと感じまし
た。アントレの１年生の時の活動はほぼ「もの」として残るものではありませんでしたが、
何かしらの形で役に立つということを聴衆の方に伝えられて、そのことに関しての「私
もこうしよう！」というコメントももらえて、１年生の１年間もやはり無駄ではなかっ
たんだなと思いました。

・こんなに長く自分一人で話すのは初めてで、とても緊張しましたが、聞いてくれた人た
ちが相槌を打ってくれたり、質問してくれたりして話しやすかったです。また、発表の
内容を褒めてもらうのと同じくらい、自分の将来の話を褒めてもらえたのが嬉しかった
です。
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2021

2021.12.22 (Wed.)

立

これまで、皆さんは自分たちのやりたいこと（Will）と、
出来ること（Can）、そしてその需要（Needs）を掛
け合わせて、ありたい未来を実現するために仮説を立
て、それを検証するための『プロジェクト』を考え、実践に
移してきました。
今日は、大きな探究のサイクルでいうと【まとめ・表現】
に当たります。しっかりと聴衆に向けて、プロジェクトにつ
いて語ってください。そして、 の発表に向けて、 め
たり したりす き を らかにしていきましょう。
そして、お互いのプロジェクトに刺激を受けながら、よりよ
い未来を一緒に創っていくために意見を出し合いましょ
う！

の クル

課題の設定

情報の収集

整理・分析

アクション

まとめ・

表現

振り返り・

考えの更新

ーブル

9:55-10:10 ン

10:10-11:15 ション

11:15-11:25

11:25-12:30 ション

12:30-12:35 のまとめ ク

12:35-12:45 ・ク ン

ルー ッ

表

分 分 分

ク ×

ク
チーム
番号

名前 プロジェクト名

１１ 船木、河内慧、長井 防災

２１−１ 井上太 保育園児と伝統遊戯で遊ぼう！！！

２１−２ 大谷 子どもたちが自分たちで「楽しみ」を生み出せるようになるには

２１−３ 齋藤夢、永田真、三浦彩 子どもと関わって遊ぼう

２２ 岡本、中川、石田、宮本、三浦玲 放課後サクラマスで笑顔伝播！

２３ 児玉、齋藤泰、石川、土田、田丸 子どもの遊び場を作る

３１−１ 濵田 新畑計画

３１−２ 川口、森 SNSで農業の魅力発信

３１−３ 江谷、前田 吉賀町方言タオルでPR

３１−４ 松井、山田伊 化粧品開発

４１ 石井、友重、伊藤星、松本 吉賀町盛り上げ隊

４２−１ 泉、清水、増本 コウヤマキからスプーンを作る

４２−２ 野村耀、谷上、山本 地域をつなぐお米イベントプロジェクト

５１ 潮、河村海音、河村海香、黒田 動物と人間の共生

５２ 成本、浅尾、房崎、松谷 学校活性化プロジェクト

５３ 内田、三宅、小田聖、蓑方 ５３班プロジェクト

５４ 三原、杢内、河野 放置されている柿を使って獣害対策をしよう

６１ 古泓、田淵、北川 動画で平栃の滝をPR！

７１ 下野、武岡、小田裕、河内花、仲野 外国の食文化を給食を通して小中学生に伝えていく

７２
伊藤優、永田、山田光、中村、野村

あ
海外の文化を遊びを通して小学生に伝える

８１ 藤村、水村、向井優、坂﨑 高齢者を笑顔にしよう

８２ 井上愛、向井陽、吉本 買い物代行プロジェクト
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【生徒の感想】

・自分たちだけでは気づくことができないことを言って貰えてとても良かったです。たく
さんのチームの発表を聞いてプロジェクトは違うけど盗めそうなものが沢山あったので、
良かったものは全て吸収して自分たちのプロジェクトに活かしていきたいです。頑張っ
たことはプロジェクトをいいものにするためにアイデアを出し続けたことと、大学生や
フィールドワーク先の人に率先して質問に答えたり、会話をしたことです。

・自分から積極的に行動することができたのと、協力者のありがたさに改めて感謝した期
間でした。ひとつのプロジェクトが大きくて、次のことをする時間がなかったので、小
学生ともう少し関わりたかったです。小学校の先生と話をさせてもらって、例えば５年
生が６年生のために？なにかするとか？などができたらいいかなって思います。

【教員・伴走者の感想】

・内容は工夫されていて、自分なりにいろいろと考えて取り組んでいることが伝わった。
少し今後の見通しが立っていないと感じられるものもあった。

・現実から掛け離れたもの、どう考えても実現不可能なものといった類のテーマはなく、
個性溢れるテーマが多くて面白かった。生徒達が現実をきちんと見て、彼らなりのすり
合わせをしてきたのが分かった。

・少人数のグループでやるようになったせいか、昨年度・一昨年度と比較すると、生徒の
個性が強く出ているプロジェクトが多くなったような気がして面白かった。自分の進路
と直結しているプロジェクトをやっている生徒や、本当に好きなことをテーマにしてい
る生徒は、発表の様子から熱い思いが伝わってきて印象的だった。

【来場者の感想】

・生徒自身が身をもって感じる課題や現状についてテーマを設定しているところが素晴ら
しいと思った。実際にフィールドワークを実施していく中で内容が変化していくのは仕
方がないが、当初の目的からずれていると感じる発表もあった。

・全体を通しての課題として、この活動は初めて見た人にプロジェクトの内容が伝わるの
かどうかが本質だと思うので、身内に伝わる発表でなく、誰にでも伝えられるようにク
リアな目線で発表に取り組むことが重要だと思った。

アントレ校内発表会を通して
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2021

2022.2.10 (Thu.)2022.2.10 (Thu.)

立

イラスト：１年 増本渚

これまで、皆さんは自分たちのやりたいこと（Will）と、
出来ること（Can）、そしてその需要（Needs）を掛
け合わせて、ありたい未来を実現するために仮説を立
て、それを検証するための『プロジェクト』を考え、実践に
移してきました。
今日は、大きな探究のサイクルでいうと【まとめ・表現】
に当たります。しかもこれまでは「チーム」で発表でしたが、
今日は「個人」です。しっかりと聴衆に向けて、あなただ
けのアントレについて熱く語ってください。
お互いのプロジェクトに刺激を受けながら、よりよい未来
を一緒に創っていくために意見を出し合いましょう！
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目
的

が
明

確
で

あ
る

□
情

報
を

収
集

し
、

ア
ク

シ
ョ

ン
も

考
え

て
い

る
が

、
本

当
に

誰
か

の
ニ

ー
ズ

が
そ

こ
に

あ
る

か
は

微
妙

□
情

報
収

集
を

複
数

回
行

い
、

具
体

的
に

分
析

を
し

て
い

る
□

ニ
ー

ズ
が

確
実

に
あ

り
、

誰
か

の
た

め
に

ア
ク

シ
ョ

ン
を

実
行

し
て

い
る

□
情

報
収

集
を

複
数

回
行

い
、

客
観

的
に

分
析

を
し

て
い

る
□

誰
か

の
た

め
に

ア
ク

シ
ョ

ン
を

実
行

＋
ふ

り
か

え
り

を
し

て
い

る
□

次
へ

の
具

体
的

な
プ

ラ
ン

を
提

示
し

て
い

る

自
分

探
究

□
自

分
の

興
味

関
心

が
伝

え
ら

れ
て

い
な

い
□

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

が
他

人
事

□
自

分
の

興
味

関
心

と
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

つ
な

が
り

が
見

え
る

□
自

分
の

感
情

は
表

現
で

き
て

い
る

□
自

分
が

得
意

な
事

や
、

自
分

の
果

た
し

た
役

割
が

チ
ー

ム
や

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
貢

献
し

た
こ

と
が

分
か

る
□

１
年

間
の

ア
ン

ト
レ

の
中

で
の

自
分

の
ス

ト
ー

リ
ー

は
語

る
こ

と
が

で
き

る

□
苦

労
や

失
敗

か
ら

の
自

分
の

変
化

や
成

長
を

言
語

化
で

き
て

い
る

□
自

分
と

地
域

・
社

会
と

の
つ

な
が

り
や

、
将

来
へ

の
つ

な
が

り
が

見
え

て
い

る
□

自
分

の
課

題
や

今
後

取
り

組
み

た
い

こ
と

が
言

語
化

で
き

て
い

る

紙
芝

居
の

工
夫

□
情

報
が

整
理

さ
れ

て
い

な
い

□
文

字
ば

っ
か

り
で

写
真

や
図

式
が

な
い

□
情

報
が

整
理

さ
れ

ス
ト

ー
リ

ー
に

な
っ

て
い

る□
写

真
や

図
式

な
ど

が
使

わ
れ

て
い

な
い

□
ス

ト
ー

リ
ー

に
沿

っ
て

情
報

が
わ

か
り

や
す

く
整

理
さ

れ
て

い
る

□
文

字
の

大
き

さ
が

適
当

で
、

写
真

や
図

式
が

少
し

使
わ

れ
て

い
る

□
情

報
が

整
理

さ
れ

、
ス

ト
ー

リ
ー

の
中

の
伝

え
た

い
部

分
の

強
弱

が
分

か
る

工
夫

が
あ

る
□

文
字

の
大

き
さ

の
工

夫
、

写
真

や
図

式
の

工
夫

が
た

く
さ

ん
見

え
る

発
表

者
の

伝
え

方
□

発
表

者
が

原
稿

（
紙

芝
居

）
の

み
を

見
続

け
て

い
る

□
声

が
小

さ
く

棒
読

み
で

あ
る

□
聴

衆
を

見
よ

う
と

は
し

て
い

る
が

、
原

稿
を

見
る

こ
と

が
多

い
□

聞
き

取
れ

る
声

の
大

き
さ

で
は

あ
る

が
、

棒
読

み
で

あ
る

□
発

表
資

料
以

外
の

情
報

も
加

え
な

が
ら

発
表

し
て

い
る

□
聴

衆
の

方
を

向
い

て
十

分
な

声
量

で
伝

え
る

こ
と

が
で

き
る

□
発

表
資

料
以

外
の

情
報

も
加

え
、

ポ
イ

ン
ト

を
整

理
し

な
が

ら
発

表
し

て
い

る
□

聴
衆

と
や

り
と

り
し

な
が

ら
、

熱
い

思
い

で
発

表
に

惹
き

つ
け

る
こ

と
が

で
き

る

時間 内容

10:00-10:10 オープニング（校長・生徒代表挨拶）

10:10-12:00 各ブースで個人発表

12:00-12:15 学びのまとめワーク ／ （審査）

12:15-12:20 ブース代表発表

時間 内容

13:15-13:30 第２部 オープニング

13:30-15:30 ブース代表発表（前半５人）

15:30-15:50 講評 ／ 樋田大二郎先生・浦崎太郎先生

15:50-16:00 クロージング（教頭・生徒代表挨拶）

青山学院大学 教育人間科学部 教授 樋田大二郎 先生

大正大学 地域創生学部 教授 浦崎 太郎 先生

法政大学 ｷｬﾘｱﾃﾞｻﾞｲﾝ学部 教授 寺崎 里水 先生

青山学院大学 教育人間科学部 助教 大木 由以 先生

日本女子大学 家政学部
学術研究員

樋田有一郎 先生

【 講 師 】
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【生徒の感想】

・はじめは、個人の発表ってめんどくさいな、と考えていました。しかし、皆の発表を聞
いているうちに、今回の発表会はやってみて正解だったと感じました。というのも、今
までの発表形式では、喋る役割が少ないという人もいたと思います。しかし、今回は、
生徒一人一人が自分のことについて話す機会があります。だから、自分の活動を振り返
る機会も生まれるので、とてもアントレに適している発表形式だなと感じました。本当
に今回は、「自分の学びを振り返る」ということに特化していて、とても良い発表会だっ
たと思います。

・ここ２週間くらいアントレの時間や放課後、家に帰ってからも作ってきた紙芝居が完成
できてよかったです。先生の言動や周りの雰囲気から発表の場は少し緊張感がありまし
た。1 人でみんなの前での発表は少し緊張するけど、他の人のプレゼンを聞くことで自
分の為になることがあったり他の視点を知ることができたりできるので私は好きです。
今までみんなの前で自分のことを話すことや、プレゼンなどほとんどしたことがなく、
県外から吉賀に来てプレゼンをしてこんなにもみんなが自分の話を聞いてくれるんだと
思いながらも自分が話せていて不思議な気持ちになりました。自分の発表では、少し緊
張してたのが出てしまったと思ってます。直前で考えたペルークイズは面白かったと言っ
てもらえて嬉しかったです。少し原稿を見すぎてしまったけど楽しかったです。自分が
話す内容をどんな人が聞いてもおもしろかった、興味を持てたと思えるような発表にし
たいです。代表発表では前半までしか聞けなかったけど、選ばれた人の共通点を見つけ
られました。みんな饒舌で何回も練習をしたというのが伝わってきました。また、自分
の思いをしっかり持っていて大人からの少し難しい質問にもスラスラと答えていて主観
的に考えることだけでなく客観的にも考えていました。次の機会があるときは私も発表
会で感じたところを上手く盗んで自分なりに良い発表をしたいです。

・みんな自分なりに行った活動を紙芝居にわかりやすくまとめていて良かったです。
ほとんどの人が将来の夢や興味のある分野だったのでアントレという活動を通して色ん
なことを学んで行けたらいいなと思いました。また、自分自身の振り返りとしてはみん
なにわかりやすくゆっくりと伝えることが出来たと思います。代表に選ばれたのはびっ
くりしたけどいい経験になりました。

・今日は、色々なチームの個人発表を聞いて、そのプロジェクト内で行ったことや、大変だっ
たこと、どうしてそうなったのかなど、詳しく過程を知ることが出来ました。自分とは
プロジェクトは違うけど、人それぞれの意見を聞いて、自分のプロジェクトにも活かせ
そうなところがあったので、その意見や考え方も借りて、今後の活動に繋げて行きたい
です。

アントレ成果発表会を通して
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【教員・伴走者の感想】

・生徒たちのプロジェクトは、社会の実態に沿ったとても魅力的なものが多いと感じまし
た。縦のつながり（学年をこえて、プロジェクトを継続すること）や横のつながり（適
当な機関に生徒たちをつなげてあげること）をつくって上げることが教員として求めら
れるなあと改めて思いました。来年度も頑張ろうと思います。

・活動内容、成果に加えて自分の課題や克服できたことなど、失敗談も含めて報告する生
徒が例年に比べて多い印象だった。活動の過程や生徒自身の学びや成長が聞き手にも伝
わり良かった。やはり、２年生は上手だった。

・これまでは発表の得意な子にお任せ感があったが、全員が発表するという形式がとても
良かった。普段あまり積極的でない生徒も頑張って発表していたり、２年生は１年時よ
り自信がついて上手になっている姿が見られた。　

【オンライン視聴された方の感想】

・生徒さん達の考えがしっかり伝わって、良かったです。皆さんの活動や振り返り、よく　
頑張っておられると思いました。コロナ禍の活動は制限もあったと思いますが、これか
らも状況に合わせて活動していって欲しいです。発表も Zoom を使って、工夫されてい
て良かったと思います。ありがとうございました。

・どれも素晴らしい取り組みで面白かったし、こんなことまでしているのかと知ることが
出来て驚きました。今後も様々なことに目を向けて、入り込んで調べて発信してもらい
たいと思いました。外国の料理を給食に出す取り組みは、なかなか外国の文化に触れる
機会が少なく、町内には様々な国籍の方がいるので、その方たちの理解を深めるために
も、その国の料理を知ってもらう機会を作ったのは素晴らしいと思いました。今後も違
う国での料理を給食に出してもらえるといいと思いました。小学生の子供がいるのです
が、その日の給食のことを家でも話してくれていました。どうしてそのような給食が出
たのかがその時わからなかったので、その日の給食のことを家庭でも振り返れるように
してもらえると、家庭の中でも理解が深まると感じました。

・生徒たちが取り組むリアルが伝わってくる発表だった。まさにまちの課題と言えるテー
マに向き合っていて印象に残った。サクラマスが戻りたくなる、戻って来られるまちづ
くりに大人も本気で笑顔で向き合います！
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成果発表会　ブース代表など
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アントレ

ト

ン :

を んだ

を て

を んだ

を だと

て

を て をし

を を て

し

n
て

needs
が と ているのか

ま 防災備蓄の を
るよ にすること

を 備していると の は 45.7%

50% 46% 42%

防災に する h29.11

を すい も、50 の しか備蓄していない

町の備蓄 は3 4 らい

防　災

11班

船木 雄斗・長井 尋音・河内 慧
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11 て
アン ト

は だと うか の で を
しているか

にか たいと う
の は

て

を備蓄していいか分からない
備 、 が

がない

によって な備蓄 が分から
ない

備 、 が
がない

によって な備蓄 が分から
ない

を通して

町民の方の防災意識は僕たちの想定よりも高いことが分かった

寄せられたお悩みなどの解決を目指し、備蓄についてまとめた冊子を作成する

アントレを通して学んだこと

僕がアントレで学んだことは簡単なパソコン操作と、話
し合いの場での、意見の喋り方です。

多くの経験を積むことができ、またやりがいのある活動
でした。

今回培ったことを次に活かせるよう、しっかりアンテナ
を立てていきたいです。 河内

アントレを通して学んだこと

僕が の を して ことは の

に作 をする が とい こと す

に作 をしないと に らすことが

になってしまったことが るから す このこ

とを に かして たい す

アントレを通して学んだこと

がアントレを して学んだことは、 で す
ることの と、 た にできることがないかを
見 ることです。 の ン がいな 、
ここまで活動することはできませんでした。 た

は がないことでできることが ないのではと
ていましたが、できる りのことは、やり せた

と います。

お世話になった人

吉賀町で防災について啓発活動をされている樋口ふみさん
被災経験を持つ佐藤慶治さん
個人事業主の星野奈々さん
青山学院大学の樋口海翔さん
同じく梅谷由美子さん
朝倉公民館の方々
吉賀町の中等教育に関わられる方々
アンケートにご協力いただいた保護者の皆様
どうもありがとうございました。
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子供と関わって遊ぶ

21班①

齋藤 夢結・永田 真帆・三浦 彩乃

子供と関わって 子供た と関わりたい

は の が の ていたが、 は の

との いが なく、子供の が

き くい

子供た と 活動 ることで る

と11 1 の 活動しました。

た は、 人で して りました。

で ったこと

・子供た と関わることができた。

・子供た の ることができた。

くい なったこと

子供た ることが し った。
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の変化

・ と関わる中での変化では、は は して

しまって ことが し ったが、 と関わって

いく中で な たりして、 しは

る なった。

の

したこと

・ い の人と る なった

いて

・ な人た と とること

人

で なった人た

の の 、

の が しく してくだ った

で楽しく活動 ることが ました。 ないこ

と たく ありましたが、 しく ってくだ った

で の活動 ていくことが ました。

ありがと いました。

個人の変化

・個人の変化では、子供と関わることが普段あまりなく不

安だったが、活動していく中で、楽しく活動できた。

き、

・ の て る

った

・ た で って る。
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子どもたちが自分たちで「楽しみ」
を生みだせるようになるには

21班②

大谷 優羽

子どもたちが自分たちで
「楽しみ」を生みだせる

ようになるには

今 る で

き 、 に る たい

こで

い と ていた

い と ている

⬇

✖ た で
る

た
い

分 学生や の方と して

楽しみと思 る と れ
の 活

楽しいと思 る になるは
に れるは

に行った活動

りで と

る

日 学校の校 生と

日 の 事さ と

の 生と

の方と

学校の 生に と い

まって し い は
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日 り 日 してくれた に

，

し にして た 参加して た と た

し た た て て り い た

た と こと た 、

に参加 てとて し た

に た した にとて た 、

て たと た

と て した し た

２，当日、七力祭りに参加して感じたこと、気づいたこと

・自分たちが一生 作ったものにど ど 人が てくれるのが
とても嬉し だなって思った

・ た人が でいてうれしかった ・ さい子が楽しかった

・ 学生や 生などの さな子たちが楽しそうに りをしたり、
り で を作ったりする をみて、私も楽しいし、

嬉しかった

・思ったより人が てくれて楽しかった

・ をやっている も楽しかった

私が思っていること
・「行動する」⇒「感謝される」⇒「嬉しい」⇒「次はこうしてみよう！」
のサイクルが生まれる

・活動をする⇒友だちのいいところやその子の苦手な事を知ることができる
⇒学校生活でも友だちの関わり方が変わる？！

・日常にある「楽しい」をもっと感じられたら、「やりたいこと」が見つかる？！

・子どもたちが「やりたい！」を声に出せるように、言い出しやすい環境を作って
あげたい

・自分が楽しみながら活動しないと、周りの人や一緒に活動する人も
楽しいと思ってくれない

今 て たこと

て考えること

た

とりで ること でき い

で

今後、取り組んでいきたいこと

具体的に考えていること
に して

いて

た “ ”と り、 た

、 こと

てきて

不安

楽しい
とって

地域の人は
協力してくれる

んな と
る

に協力して
もら

不安に思わなく
ていいんだ

信頼って大事！

地域の人も協力
してくれる！

みんなと活動する
のは楽しい！

やってみたら
なんとかなった

に た

ん

ん

ん

ん

ん

ん ん ん

ん ん

ん ん ん

ん

ん

○

ん

り と い た
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保育園児と伝統遊戯で遊ぼう！！！

21班③

井上 太一

保育園児 遊 で遊 う

21 2 2

My will

の な た て、

そのた 子供の の を な

がら な ばい ないので子供の

を った

っ

柿木保育園の園 してい

うち って で遊んでい 子

供 ないし、な な 遊 を

が ない った

が、 遊 を が

ないた 、 たちが を

、 の子供たち い

、 を たちで を

ら が ので ない

NEEDs

・ で遊んでい 子

供が ない

・ 遊

を が ない

凧

んの で

ん
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・凧あげの

しっ がな った ら が
てな った

・ の

で な った

園 ら

・園 の

がな った らあ う

う 飛ばな った

子供たち 工夫しながら飛ばしていた

たちで う う

・

を て凧を た った

で な った ら で う工夫したい

・ の

う 遊 たい

保育園児 遊 たい

で んだ

が で んだ 、 人で ば ら

がで を した な なら の

う で ないだ た 、 をし

た 、 が いてあ 人で を

して い 、ち ん で ていた いて てい

たので で あったし の な した

たい

が たい いう木育

を てい で いうの が

の して た う の で の

ち して て したが、 が

だったので、 し んでした なので

ら たい い

なった

● ん

● ち ん

● ん 、 木

て な した

の を って たいで

、 し う

凧あげ

・凧あげ

柿木保育園で二人の保育園児で遊んだ

・子供たちの様子

楽しそうな様子であった、工夫しながら
凧を飛ばしていた



- 24 -

 放課後サクラマスで笑顔伝播！

22班

岡本 萌果・中川 綾音・石田 優大
三浦 玲稀・宮本 芽衣

で

岡本 中
本

の る 、 で る ント ない

⇓

た で る ントを する

⇓
の る え、 の れる

れる

ント の する

ない

⇓
ント を ること の に

であると考えた

っかけ

で の考えたことを に

して しい と れた

とは

の で う の のこと

の びをしたり、 をしたりしている

：

：中

の見

ン ンで コトン 広
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での 見

○一 の見

➞ もた の かで い った

○ の見

➞ の の は 事

○ コトン

➞ もた 自 に で るように する

び

で すれ 一 では ない意見も

ると

から の を考える えた

なことにも するようになった

：ア 、 での 、

な

ふりかえりコメント

：一年間のアントレを して、 を見 えな ら する を

こと で ました。また、 の の を りるというす

も身につ ました。これからのアントレでは ことを かしな

ら自分の をの してい たいです。

：この 年の で と、 で ない りには、 い に

で 、い い な 々の をかり、 事に り自分にとっても

で た。 い経験 で たと います。ま は、 年 なので も

りたいと、 います。

ふりかえりコメント

本：私はこの1年間のアントレで とつの トを

実 するのには 間 かかるということを びました。 ま

で の と し ったり、 な にア を

ったりと をして ました。 年のアントレも び、

く で るように りたいと います。

ふりかえりコメント

岡本：私はアントレを始める前から広い視野を身につけ

たいと考えていて、そのために一つの物事を多くの視点

から見ることを意識していました。様々なことを経験し

て、そのたびに自分の中でしっかりと考え、自分なりの

考えを見つけられるようになったのでよかったです。こ

の一年間のアントレはとても深く実りあるものとなりま

した。

ふりかえりコメント

中 ：一年間のアントレを してたく の の と

り広い視野を って物事を考えることの を

びました。また、 まで に の にも自分の意見

を えるようになりました。これからも広い視野を っ

てもの とを考え自分の意見に自 を って してい

たいです。

になった 々

：

：中

コトン： 広

：

様々なことを えてく り本 にあり とう いました

での 見

➞自分た の い 、 いを に

➞ トを実 し すそう
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子どもの遊び場を作る

23班

兒玉 康生・齋藤 泰稀・土田 阿子
田丸 昊・石川 星空

プロジェクト ： ど の を

ンバ ： 生 田 田

・ 生までの が が ない。

・ 分たちで を の たちが

して で うにな 。

っか

・ に 生までの が が ない

・ かりにな と との りが り がなくなったり

が なくなったり くまでやり い中でやって が くな

・なら 分たちで で を いいん ないかと った

・ に くまでの が す たり が なところ

・ に って まで いところ

・ の くに ん りで がないから にこ って

かりにな

ド ク

の さんに 分たちで などを かなどを った

から などを の や な があり しい

ので なく に あ のを生かして して と をいた いた

に などに たちと うことで の たちの などを で た
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ン イン ド ク

学 大学の さんに

・ プの の

・ ジの の を いました

こで 、 ジに す ので なく、 などで

こと で ので ないかと しい から、

プで ス で なく ンなどを して の

の イ をイ ジして と いなどたくさんのアドバイス

をいた いた。

こで 、 ジに す ので なく、 などで

アク ン・プロジェクト

が か ジ

・ にあ の が かり などので

ジ など 中 を 。

プ

・ にあ や 、 ス トなどを いた

プを 、 学 、中学 、 に く。

の

・ 中

・ プ、 ジ 学 ったらす

・ プを 、 ジ したらす

・ があったか の 学 が まで

としての

、 など大 な のを ことしか になかった

ド クなどを して

プや ジを って め など あ の のを生かす

ことの と を った。

・ たり のことを に

・ のことにとら す ない

を て ンバ の りか り ント

生： あまりしなかった ど 分の いたいことがあまり なかっ

たのが の です。

： の を った で しておどおどした ど

と たので かったです。

田 ： した ど で学ん ことす て で 、 たいことを

しっかりと ら たので かったです。

田 ：すごく した どこ までの の を で た。 として

う しス にしたかったです。

アントレでお世話になったかたちへのお礼

学 大学： さん

・ ン イン ド クで さんに ジの り や

プ りのアドバイスをいた こ からの進め の になりましたあり

がとうございました。

： さん

・ ド クで さんに を りたかったや に

どの うな があ か ていた いま進めてい プロジェクトがス

に進んでいます。ありがとうございました。

アントレでお世話になったかたちへのお礼

大学生：大岡愛美さん、矢田桃香さん

・プロジェクトを進めていく中で分からないところなど優しく

アドバイスをして下さったおかげで進めやすくなりました。あ

りがとうございました。
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吉賀町を方言でPR

31班①

前田 大成・江谷 稟空

PR
Yoshika Dialect towel

1

will
あ

たい

の

い ない

o e t

の

の 合

た タオル

！

た の タオル

detail

の

い

の

！

ない！

how to

montbell い

タオル

の い

り の

あ の

montbell

el t on

montbell
のフ ン タ ン

な り

PR         
い
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cost
モンベルへの支払い 万

モンベルタオル 体あたり 円 枚

クラファンの手数料 万

クラファンのリターン 万

輸入費などの予備費 万

目標合計 万円！

● タオル

●
●オ ル
●montbell △
●

タオル.........？
montbell

ンのタオル

の い

た

where to
ベン ンフ フ

ン

モンベル

の

ベン

タ ーモ

montbell

なり た い

ver
ン あ 目

ー ン ン

たの いた 目

たの ない

いの た 目

計 ク 円

の ク い たい

ver.

クラファン た の

い 支 あ

な い い な

の の

た
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新畑計画

31班②

濵田 義寅

畑

年

た っかけ

感 たこと と

大 か もない にYoshika ん という
の が し いる畑に 加。

⇒ 畑の大変さと しさを り、 の で畑を耕し野
菜を たい。

収穫した野菜を加工 し、畑を し を
っ も いたいと った。

⇒ は や を け り、

この が ると が になっ

し うた 畑を し のような か た

を やすことで...

い でも り ける学 になると たか 。

の畑

BEFORE AFTER

した畑

大 大

月 月 月 月 月
月 月

の

を

る

の

大

の

を

る

の

さ

い
も
収
穫

大

の
収
穫

水やり

な

を

る

畑
を

る
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だけで収穫するのは大変

⇒ を とし さ いもの収穫 を

ではあるが っ く た。

その を 、 んなで をした。

で

収穫 の

⇒ ではあるが が 加し く
た

ではあるが野菜がで した

⇒ には はあるがで た

の が くなかった。

⇒ の さで が んでし った。

が くな なかった。

⇒ の す により がいかな

かった

の 食 との を

⇒やっと収穫で たさ いもを と

けん を とし

けん

畑で学んだこと

野菜作りの大変さ

⇒畑を耕し、水やりをほぼ毎日し長い年月をかけ収穫、加工を

したり大変なことが農業ではたくさんあるのだと学んだ。

その結果以前よりもっと食材に感謝するようになった。

学んだこと こと

との がりの大 さと しさにたくさん

も し る大 さを学んだ。

⇒畑以 でも くのことに し、 っ も いなが く

の とたくさんの を に うようになり した。

では、 でも し ることが の になり した。

と けん を することで くの に

を っ も い、 を け いる

も が る学 にしたいと っ い す。

年 では、 の畑をしなが 水耕 に する

年か 畑を た に だ んとした が っ いない

と に、 をし くださった さんを 、大

くださった さん。 ではあり したが、 に した

大学 の さん。は に畑に っ いただ 、 の

で、 か でも っ くださった さん。

と も た で で たを い す。

にありがとう い した。
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化粧品開発

31班③

松井 俊樹・山田 伊吹 井 山田

に さ にな ない か

ないから、 さに ない

た

ん しまい に し い

に もらいたい

なら

か た

世 れ こす い

な な か

ま しまい た

に し

1. り よ し い いた

2. す もら た

3. に され な れ い ない

たこ

されたこ

1. れ 世 い こ

2. に なか た れないこ

土井さんに た に い し

り たい

こ も らしいこ し、 し くれたら

い さん にな よ。

こ たい

らな

され い

か され に、 され しま い

か りたい

、 し い

に

た た

した

なく …

に なにおい したた

た

長 な こ 、
し いたよ な こ
なか た
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た しい

話（ ー ー ）

なく にお願いしよ

ない

さん 話 し

ないた こ ない
な ないた に し こ ない

ー ー さん 話 し

れ られ に…

か ータ

ータ

す こ に

）
ー ー

1. し 話 す
られた 2. く に

3. に す

さん な 、 いなく も

な し り くり したい。

く

こ なく、
しいから た いい

に られ も ま た

ら に し れ 、 たり、

たな に くこ た

すれ 、 にな 話 い くれ たくさんい

ら に り す
し くれ い い さ

し た 、、、、

かし、、、

田
な にも りに く

田

し 下さい

こ まま 、、、
お世話になりました。これからもよろしくお願いいたします。

土井さん

長谷川さん

齋藤さん

平島さん、山田さん、木下さん

タイガーモブ（株）鍵本さん
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SNSで農業の魅力発信

31班④

川口 加偉・森 匠陸

SNSで の

の ー の をしてい

、 に そ 、 を にな

した そして に をしてい で、 の の し

い の 、 しいイ ントや に

した

た、 の の な 強 な ので いう

や け い いう した

の の 、若い世代の や な に

でい 、自分た 若い世代な で の で

の しい を えてい で、若い世代の の

や を う で

で、自分た の を て しい いうの

の ー で を て いたい

ー

若い世代 その で、 をして いたい い

う ー

イン タ ムや イッターの な

して若 に を て しい

/
でに した

イン タ ムの ント や な 、若い た の に
や い うな をした

の

なイン タ ントの な 、若い世代の に や い
うに して に をしてい

の

、 ないで イ ッ

に うに ン て ので、

てみて い

ー ー
ー ー

ー ー で 、 に に の

な 、 でし ない うな を えて い

した

ン イン ー ー で 、タイ ー

に の の をして イ な

を い した



- 35 -

の

を て

を て た に

で て ーを け

た し、 たし て

た 、 えを

の

使 、自 に しい

分の → しない コ 割 た してし う

自分た の

に

自分のWill

の な自 、 な

に て の そ たので を た

自分の強み、自分がチームで果たした役割

自分の強み

インターネットやパソコンに詳しい

チームで果たした役割

インターネットを駆使して、若い世代に受けそうな方法を考えた

の し

の や 、 に しての考え した

い けで な 、 しいイ ント 受け

なけ いけないので、 の を したい

の で した した

を の た

の で した

ント を に

を 方 し な た

ント をした

方 に うにな た

の 、自分の した

に を うにな した、 に して

の を した

の で た

若い世代の の を て う うに

の や ので、そ を た に

若い自分た な で の で てい

た

●

● タイ ー
● 、 、

世 にな した に て、
し を で てう し たで

う い した
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吉賀町盛り上げ隊

41班

友重 貴尋・石井 匠
松本 美咲季・伊藤 星竜

41

→

→

2回

:

回目

回目

(^o^)

回目
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回
1

1

By

By

目

回

ド

目

: 

ド

２回目

ドキドキ…
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地域をつなぐお米イベント
プロジェクト

42班①

野村 耀蘭・谷上 こころ・山本 佳奈

お ジ

ア ー

村 上 山

りたい

と

話 とが

り があ

りたい

りたい と

と りたい

たい

に役に とがしたい

ー にあ

吉賀町 農

が い

に り

上 たい

た に

吉賀町 力 り して
く

と とが り にな

吉賀町に 力 が

吉賀町 農 に が

ま 吉賀に ん い が
吉賀町に いて

と

ACTION ールド ー

生

六日市公民館

矢 さん

向井さん

土井さん

学生

生

メルカード東京農大
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中 った

がりがない に ていた

とに

が んと まってい がいい

た ジ に り ってい がいい

ー ていて ごい

中

た な な 、

に な った と

な に と い

ジ し し

1 15日、16日

吉賀町民

六日市公民館

、

、 して て ない

が た

が い な った

に り ス

協力してくださ 方
が た

が に な った

がさ ていない

々に し て
い

ま が
た

が な
ってい

く と いっ いになり

に という てしまっていた

た に

と 役

た た

お世話になった方々

● メルカード東京農大 さん

● サジキアグリサービス さん

● 土井さん

● 六日市公民館 向井さん

● 吉賀町役場 矢冨さん

● 大学生 井上さん、中村さん、東山さん

協力してくださり、ありがとうございました。

ールド ー った と

り ない

農 、

吉賀 ル い

吉賀町 農 町民 って しい

が に っていない
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コウヤマキからスプーンを作る

42班②

泉 友梨香・清水 彩香・増本 渚

コウヤマキか プー を る

っ

の 然をざっくりとしか い

の 然の に してもの くり

でも くの の っても る機 を る

にしか い 然に いて っても る

も も た が の 然に

いてあまり い！！

ー ー

人さん 木の い

さん 人

コウヤマキギャラリー の

コウヤマキの

ト

プー にしたのか

の かり う が 人でも でき う が いか 。

木 を にくいため いものを る に だか 。

コウヤマキか プー を る

た に た

の か でコウヤマキをいただく

木の を て が るのか る

ういう で るのか 人さんにお聞きする

いただいた木を にする(家具職人の浅尾さん )

に プー くり！！
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人さん
に してい
ただいて
プー を
さ る

の
の に
して 提
供
ート

の
を

の
に っても

る

ト

学 り たいこと

で く

で ト を うことがで

きた

の でも

を して ごす

人と い りをもてるよ

うに った

をもって に り

として を

るように った

の き ことをプロジ

ェクトにして り

地域でお世話になった人へ パート

・ 人さん( 木)

具を してく たり もの くりに いて て さりあり

がとうございました。木の が とん い か の

ートだったので かったです。

・ さん( 木)

だけの訪問でしたが していた に しく をして

くださり ありがとうございました。

地域でお世話になった人へ パート②

・コウヤマキギャラリー

学校に訪問していただきありがとうございました。たくさんの

お話を聞けてよかったです。木の提供もしていただきありがと

うございます。

・浅尾さん(家具職人)

突然した依頼にも臨機応変に対応してくださったおかげでプロ

ジェクトを進めることができました。ありがとうございまし

た！

◯ た が ってい

る の プー を さ
る

◯ の の に しても
う

◯ た の の をし

て く い るのか
る

◯ ート
を していく

お世話になった人へ パート③

・阿部さん（東京農大発株式会社メルカード）

専門外のことにもしっかりと答えてくださりありがとうござい

ました。別の視点からプロジェクトを見ることを学びました。

・井上さん、中村さん、東山さん（大学生）

1年間、私たちと一緒にアントレに取り組んでくれてありがとう
ございます。いつも否定せず「それいいじゃん！」と言ってくだ

さるのでなんとか進めることができました。
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動物と人間の共生

51班

潮 歩果・河村 海音
河村 海香・黒田 凛

動物と人間の共生

・ 村 ・ 村 ・

クト

パンフレットを することで

色々な人に野生動物のことを て ら

野生動物と人間の
共生を

野生動物 の
の

野生動物の
を る

野生動物と人間
の共生を で
る

野生動物 の
の

野生動物の
を る

動物が 動物のことを っと
たい

動物のことを っと っ
て らいたい

動物のことを たい
て らいたい

っか

のた に たこと

の野生動物に
い方に を く

県 で野生動物と人
間の共生を する
た の 動を てい
る方の を く

フィールドワーク

[ ( の方) ]

〇わかったこと

・ には色々な動物がいる

・ た に で ることが る

ex) をとる

・わな の が

[ 村 ( )] 

〇わかったこと

・ を て するのはとて 大

・ を することで の方の

が る
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野生生物共生センターで われていること

の 野生動物の /野生 ・ イ ントの

ー の

・動物 →動物と人間の共生

・ →10 20

・動物を ることに る

・SNSの

・ に ったパンフレットの

がこの 間のアントレを て ことは をすると

人と すことです は人 で 人と すことが

なかった がいたので は 人に せる にな

た

たことは は か かった は がいる

か がら に いたいと ったので は か がら に

える にな た

たいと っていることは パンフレットを て

い たいなと ってい す

村

がアントレの 動を て ことは 野生動物を ることに

な ること は ることがで ないとい こと

に ったパンフレットを することで 多くの人に て らえ

るとい ことです

た 分は 分から か るといった ー ン

の と と らの する考え方に われた

ことです

の 動で たいことは フィールドワークで ことを

か てパンフレットを せて色々なとこ に たく の人

に野生動物に する を て ら ことです

村

はこの1 間のアントレを て物 を い視野で ることの大 を
た はこの 動を る では動物が 分 れて

動物 を たいと ってい た ですが FWな を て動物を
るた には た 人間が を えていく が るとい こ

とを た

て 動を て た 分は を考えるとい ことです
では を考えた くことが で た か アントレの で
を た ていく に 分の で が なくなって

い た

は パンフレットを せて 々な人に たいと い す

がこの1 間でアントレを て ことは い視野です

はク イ な の動物に てた ない とい

を ってい たが で野生動物に い方に を

な に て はク が る になったのか ク な の

動物 なくてはならない とい ことを い視野で る

ことの を ことがで た はFWで いた を

と たパンフレットを てい たいです

の

村 （ の ）

野生生物共生センターの

大 生 島

た のた に 間を いて がと い た

えて いたことを の 動に か てい たいと い す

た が い たら く い す

オンラインフィールドワーク

【野生生物共生センターの方】 （ｉｎ福島県大玉村）

〇分かったこと・アドバイス

・動物にとって人間に飼われることが幸せなことではない

・パンフレットのイラストを多くする

・色々な視点から考える
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中庭にベンチを置こう

52班

成本 千騎・浅尾 蒼馬
房崎 凌音・松谷 春輝

52
ン
・ ・
・ ・

52 53

を にする

の
活 の

① を る中で、 に

て た。

に中庭 て 。

② を、 で って て た。

に の ので

の

の ン に る

の 、 で た

、中庭 に

の

・ っ る にする

の チベ ンを る

・み り す った

る を る

活動

、ベンチの材 の 材を

、中庭での材 の み て

、奇鹿神社 木を って た た

、 の

、 ・ に を た
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の

① に で る

を って う

②た 集 る で 、

に った で る

の
➀ベンチ・中庭の設計をする。
⇩

➁機材を借りる
⇩

➂素材を集める、奇鹿神社で貰った木を使う
⇩

➃実際に作ってみる

活動の振り返り

ン の を て て、 に る うに り た。

た を で る うに り た。 の ン すす で た です。

の ン を て、 に ての の中で、 を う で る

うに り た。 りで で た る で た。 実

際にベンチを作って、設 の で た です。

活動の振り返り

ン を て に た 、 に を る を たので の を

た。 に を に、 り す うに める うに た。

りた です。

ン の った 、 て う 、 に で た。

、 って る ン を るう に の っ り う うに

り、 ンを す で る うに り た。 、ベンチ作りを

て た です。

・ の

中、 で て た り う た。 の の

で、ベンチ りの を み す で た。

・ の

り う た。 でに 、

・ の

た で を て り り う た。

・奇鹿神社の神

神社の木を って り り う た。 の に使 て た す。

・

に って た た で た て り り う た。

・

り を て た で て り り う た。

・

で て った った す 、 り う た。

・ る

に て た り う た。 て て り た。

の

①木の に る

を た 木 る る

② の設計 ン

を って で る

作 る
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私たちで「理想の学校」にしよう

53班

内田 優希・三宅 真
蓑方 亨志朗・小田 聖弘

に

❏ 動

学 に か なものが しかった、 か いの とな が

しかった。

❏ の

い を してい が に使 れていない。

❏ ト

に を こない、 が かを す 。

アン ートを 。

の を す ため

アン ート から な ・ の 。

学 の り。

きなものの 合、 の が とな

に 方 の 。

作り。

の方との 製作。

❏

に使っていなかった を に活 でき、 生徒の活動 を り

ことができ 。

❏ 生徒

み 間や の 間、 だけにと ま ことな に れながら活動

でき 。

❏ 学

して だ った方に、 り に 学 にす 。

❏ アン ートの

生徒が回 み。

❏ 方 の

に を作 してい んに し、 の 学を こな

った。 の や の は んから を いた。

❏ の

に 、 、ベ な 、 の方が チ

を り とした に た 。
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❏ 学 の り

ベンチ のもので れ 、 ないとのこと。しかし、 や

で学 に を ない うに す が かもしれない。

❏

の 。 。 では、 の

と の を使ったベンチの を してい 。

ー ー 先

ー 田 うだが たか ん

らなみ ん

たもの

● と のことだけに目を け のではな 、 に を ことで

り いもの と け 。

● て たものを か 、 し を てい ことで

の れ もの と でき 。

デザインについて

ー ー から

● な ー に でき が 。

小 な を作り、ア ーとな もので し、 のものや

が れ ベンチを作 。

● ベンチの 。

な を活 す ため、 な は めない。そのため、 らか

じめ を しやすい にして、 使 うにす 。

コメント

・小田 聖弘

一年間を通して学んだこと、感じたことは、みんなと協働して作業を行うことです。 チ

ームで話し合って作業を進めたり、活動をしたりしました。これからもみんなで協働し作業

を進めていきたいです。

・蓑方 亨志朗

今回のアントレで先輩方と話し合って、目標を決め、その目標に向け頑張ってきました。

これからは、ベンチを製作して、生徒が使いやすい環境にしたいです。

今回のアントレは の と が 、一 に のですが、その

まとめ のが でした。しかし、こういった から とをまとめ

と りの チベー ン で行動の が が ことを れました。

田

今回のアントレを通して に いたことは、 、 先 の 話が れた

ため、 にしないといけないことを して行動でき うになった です。

アントレが までには、ベンチを たいです。

感 の

・ ん、 田 ん、 ん、 ん、 ん

た に な 、ア をして だ り、
感 しています。また、 た の トに

に して だ ったう 、これからの な な を だ
ったことにも感 しています。まだこの ト
ってはいないのですが、 に として したいと ってい

ます。今回は んとうに りがとう いました。

一 り
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放置されている柿を使って
獣害対策をしよう

54班

杢内 恵里・三原 レイナ・河野 歩羅

置された を って
をしよう

杢内恵里、三原レイナ、河野歩羅

FW し うこさん ( について 10/20

し うこさんの 話を いてわかったこと

・ でも め物できる。

の が

・ な め方がある。

・2 の でもできる。

・ に を れると めやすくなる。

・あいの は あり。

FW を って一 工 11/1

の方に、 を

らせていただいた。

工 で、 を さく切った。

切った を にかけて、

イ にした。

FW り 11/17
課 どりさんに ていただいた。

えていただきながら しくつくれた。

発見・学び

に する事が大事。

の など

➔ 感
とは うものができる。
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改 点

の感じがもっとほしい

になし

の をもっと やしてもいい

もう し大きい イ がよい

中に っているのが と分かる工夫

の を大きくする 分がもう し しい など

うならどれくらいの値 今 の

成

に であるイ で

を 化して る
↓

その で り上げた

や の
にあてよう

イ の

→ の

味必要→

成長・学び
杢内恵里

いろんな人と出会うことで、新たな発見やいろんな視点から改めて物事を見ることができ

る。そして、出会いの中で、自分を客観的に見て真剣に向き合ってくれる人に出会うこと

で自分が変わるきっかけになることを感じた。人との出会いは人生を豊かにするにあった

ってとても価値があると分かった。知識はあればあるほどいい。知識があると掘り下げた

話ができるようになり、自分が救ってあげれる人の幅が広がる。

三原レイナ

一つのきっかけから、どのように工夫して活かしていけば良いのかがわかった。また、与

えられた課題や任された仕事をどのように効率よく仕上げれば良いのかを学べた。

河野歩羅

自分の考えは思っているだけでは伝わらない。どう言語化して相手に興味を持たせるか、

また、そのための行動力も必要になる。一方で、要所要所で立ち止まり、自分たちが今、

どの位置にいるのか確認することの大切さも忘れてはならない。

話になった方

・ 課 どりさん

・ め し うこさん

・ 会 長野

三 今 さん

・ イ 学 大学 さん

工 真 さん

べて た感

味しかった

イ の っ さがよい

よい さ

し べやすい イ

イ きには ったり しい など
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 動画で平栃の滝をPR！

61班

田淵 洪憲・古泓 龍希・北川 颯良

田

な

った

61

PR

. →

.

に

っ

観光 の い からない

観光 を動 PR

な

た

な PR

っ にな
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1, に

2, な に にな

3, な 方 →

4, に た →

FW

な に

に

永安 斎藤

1. た

2.

3.

4. に 永安

な に

に (永安 )

に っ

った

に に

た

に に になった

になった

お世話になった方々

岩瀬 貴寛 様

田原 洋樹 様

永安 恵治 様

斎藤 由美子 様

大変お世話になりました。これからも

アントレの活動を頑張っていきます。

青山学院大学

明星大学

吉賀町立図書館館長

吉賀町観光協会

FW

FW

観光協会の に観光 に いて

の に の の に いて

田原 に
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外国の食文化を給食を通して
小中学生に伝えていく

71班

下野 未来・武岡 果音・小田 裕一朗
仲野 咲弥・河内 花穏

・ ・

・ ・

外国の を を して
に えていく

に住 外国人
3.5

人 210人
の

に住
外国人の人
が し
ている

いが
住みやす
い を
る

が る

多 につい
て し、
を めるこ

とが いが
住みやすい
を る
と思う

のきっ け・

たちが外国
の につ
いて り
らない

自分たちが
を き、
ことを
に

を して え
ていく

しでも外国
人との が

る方 が
る

の を考えている の の方とともに

を考えていきたいと思っている

の で外国の な を
に し、 や 、

に てもらう

を するために

こで

住の

人の

に

を きたいと

思った

このよう

な

をした

についてして

いた

たち

で ない

に

することに

めた

に した

Q. の

ロモ・サルタード
牛肉と野菜の炒め物

セビチェ
魚介類のマリネ

tabicoffret.com                sbfoods.co.jp

ソパ・ミヌータ
細切れ野菜のスープ

cookpad.com perunews.jp

とうも こしの

に って

11 10 に と

に ・ 、

・ 、

を ってみることになった

ってみて

で ・ と

・ が う なと

思った
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ながわ す ら

き、 見

・ も が でいる

と でも 分 る

・ に えるときに分 りやすく りがなな ると

⇩

ながわ す ら

たちの に してく った

の と をしてみて

・ よりに し け を ていた く

・ Zoomで を い が、今 と のよ

うなものを り に てもらう

・ を した

・ に てもらい自分たちの について

をする

・ に てもらい自分たちの について

・ に てもらって

・ の 持ちや も
えて しい

・ のQ Aも して
しい

・もっと自分たちの を えて
しい

している、 しみ

・すでに たちが分 な を
めてく っていた

・ の で していて
りがた った

2 1 に を する
ことが

に を してみて

・2 1 の での
‣ ・
‣ ・
‣ っ り
‣
‣

の
を る と後でに外国に興味の が った

後

自 したこと

に るよう

になったこと

を持ち

を めること

を てる が

ついたこと

を自分 として

えること

と

今後取り組みたいと思っていること

・もっと多くの人に外国に興味を持ってもらえるようなことを考

える

・外国の方が今よりも住みやすくなるために自分たちができるこ

とを考え続ける

外国の方との関わり続け、課題を見つけ改善していく

になった方

・ 人の

・ 、

・ の

・ ながわ の

・ の の 、 、 の方

・ の の方

・

・ の

に してく り りがとう い した
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多文化共生
～住みやすい吉賀町へ～

72班

永田 こずえ・山田 光琉・伊藤 優希
野村 あずさ・中村 歩夢

の中

国 の
。

国の
る

。

国の る

た 国の する

国の る る

プロジェクト

の の
の

に の をする

た を

た に

た

ク

ト

新プロジェクト

中国語表記の案 を

に
の中国 の
に
を 。

する
に中国語表

記
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新プロジェクト
酱油

喱 プ 酱

…

た た

を の
を た。 え の の中 にも

を た 。

を を る
に た。

中国語表記の の 。

プロジェクト ト

中

す に た に
を た する

た。

にも に た 。

す の を に
る に た 。

ロ

プロジェクト

ト プロジェクト

プロジェクト

新プロジェクト

新プロジェクト

中国語表記の
ものを考える。

考えたものをキ
ヌヤに提案する。
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高齢者を笑顔にしよう

81班

藤村 唯花・水村 美憂
向井 優菜・坂﨑 愛美香

の
者

の

の

者 の

作 の

者の
者

11 16

利用者さん
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利用者さん ん

さん

UV の

者の

さん 者の

の

の

の

の

の

の の

の

の の

の の

の の

の

さん さん
さん

さん
さん さん

利用者さんの作品
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買い物代行プロジェクト

82班

向井 陽菜・井上 愛梨・吉本 拓人

報告集
８２チーム
~買い物代行 ロ ~

バ : 吉

買い物代行にした 的と の ①

・移動が困難な方や、コロナの関係で買い物に行きにくくなっ

たのではないかなと思って買い物代行にし、年齢層を全てにし

ておくと大変なので、高齢者や妊婦さんなどに絞りました

☞現状：
実際、吉賀町の一部の地区はそんなに買い物に困っていない

買い物は自分の息子などが言ってくれたり移動はバスがある

買い物代行にした 的と の ②

☞しかし ：実際 の方が言 には、その地 に

買い物代行が としている方はいました

される と：

買い物代行を としている は、 くに買い物できる

がない、または息子などが 地 、 などに行っ

てしまっている とい な現状の高齢者 の高

齢者や、自 にいる高齢者が困っているか しれない

プロジェクトの

が までの のりが く高 の が困 だと感じたから、

た が代 りに買い物をして を たら、

高 が買い物 に困ら い が るのでは いか

内 ー ーク① 吉 社会福祉協議会

行ったとこ :吉 社会福祉協議会

に いたのか: さん

FWでの き:・ を く ことが で るということ

高 だ で く さん て の人 困っている

・買い物代行だ で く の かで困っていることの をす
ることを買い物代行をする際にするの いいのでは いか

:・ レ トを いることで買い物代行の が 際に買い物をして
いる に るのでは いか

・吉 の を するために Needs を行うことが で る

内 ー ーク② ー

行った : ー

に いたのか: さん, 本さん

FWでの き:・ に んでいる に のを買いに行って らっている

・ ープ の ー を している

・買い物代行では く, の し に って しいというNeeds

ー の さんにはNeedsが い

・高 の方 を にするFWは の を り をか て行うことが

さんの には, が こえずらい方 の えにくい方がいらっし るため

: ら た の で き したいことを るためには の が

ン ート の 成, のう せ

ン ン ー ーク 高 社会福祉協議会

行ったとこ : 高 社会福祉協議会

に いたのか: さん, さん

FWでの き:・買い物代行を める に ー りが

買い物代行の さん た を るため

・本 に困っている高 さんに ー を したい

:・ こと のかき んと考える

・買い物代 の いは に する

ト を ため

・会 のできる高 さんを にした うがいいのでは いか
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ン ン ー ーク
高 社会福祉協議会

・ ことかを考える

・買い物代 を に する

・会 が ー にできる さんに する

プロジェクト の き・

まで

・ が高 でき い方 のプロジェクト のでFW をす

ることで り吉 での を り、 の た が う に て

していこうという

・ ントレの本 として の をこ すのに のくらい がかかる

か、 のくらい いいとい いのか 社会にでて をすると

いうことの ずかしさに いた

・ 際 りたいことが って に てし うとして の ・

・ の が いと にはでき いということ

今後の

方

① 『買い物代行 』をするために めて か いとい い ー を
めて く

☞ でのト

② 社協からきている買い物に困っている高 の方を『買い物代行 』を行
って る

☞行って た 果、 こが くて こが るかったかをまとめ、 き き
のとこ で買い物代行 がいるか うか する

③ 成果発表まで が る ら ①の きを行う

☞ が い 成果発表に ての を 成、 して く

振り返り

成長したとこ :振り返りを かせる うに った

の を く考えら る うに った

今後 り たいこと :高 の の で困っていることを をしたい

振り返り

・成長したこと

から せる うに った。

から をいうのが し く った。

・今後 り たいこと

買い物代行を っと ー にできる うにしたい

・振り返り 吉本拓人

①成果発表を終えて…

☞内容的には最高に良い内容だったが、まとめ方が悪く発表の効率が悪かったと
強く感じた。

②今後…

☞社会福祉協議会さんとさらに協力し、『買い物代行』というプロジェクトを発
展させていきたいと考えている。

③成長したこと

☞プレゼンテーションの際、困らずに発表することができた。

ー ークで に った方

・吉 社会福祉協議会 さん、 さん、 本さん

せから まで に りました。

・ ー 本さん

Needs に協力してくださり りがとう いました。

・ 高 社会福祉協議会 さん、 さん

買い物代行に いて えていただき りがとう いました。

・ さん、 さん
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【生徒の感想 (１年生 )】

・人の話をよく聞き理解することはできるようになりました。はじめてのアントレで２年
生の先輩とグループが一緒だったことから、先生、先輩の説明や教わったことを自分な
りに理解し取り組めたと思ったからです。また、フィールドワーク先の柳下さんや何回
も来てくださったアレックスさん、大学生さんの話をしっかり聞き、聞いたことをわか
りやすくまとめることができました。この１年間のアントレを通して色々なことを学び
ました。私は多文化共生だったので、まずその意味を知り、世界と日本のこと、文化、
食など沢山のことを知ることができました。大人と関わることが多かったので礼儀や言
葉遣いを教わりました。また自分だけの視点だけでなく他の視点からももっと深く考え
ることが大切だと学びました。

・今回高齢者を対象に活動してきました。そして来年度もこのような活動を継続させようと
思います。でも、全く同じようなことはせずにターゲットを変えたりしてなにか変化は
させないと自分たちの達成感、学びに繋がらないのでなにか変化させて活動したいです。
そして、今回自分が「すごいな」と感じた人の発表をこれから忘れず、参考にして、ど
んな発表形式でも頑張りたいです！

・学んだことは積極的に主体的に行動することの大切さです。何事も自分の意見を伝えた
り自分から行動することの大切さを知れました。私は今回自分たちのアントレに積極的
に参加できていなかったと感じるので積極的に動くことなどの大切さを知れてとても良
い機会になったと思っています。伸ばせたと思う力は人前で発表する力です。人まで発
表することは苦手意識がありましたが中間発表の場などてたくさんの人の前で話すこと
によって苦手意識を少しは克服できたのではないかと感じました。自分の苦手なことを
改めて確認することができたのも良かったと思っています。

・１年間で学んだことは周りの人に対する感謝の気持ちです。まず私は自分のチームの先
輩と引野先生にすごく感謝をしてます。私はチームで１年生が１人で心細く、最初は言
葉も全然発さずにいましたが先輩や引野先生が私を思ってたくさん話しかけてくれたお
かげで今の私がいると思ってるので本当に感謝してます。そして、地域の方にも感謝し
てます。今年１回だけイベントをさせてもらった時もたくさん協力やサポートをしてく
ださったり、話を聞いてくれたりなど地域の方がいるおかげで私達もイベントを開催さ
せてもらえたのですごく感謝してます。

1 年間のアントレを通して
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【生徒の感想 (２年生 )】

・学んだのは、苦手なことはチームのメンバーに任せるのも大事ということです。以前の
自分はメンバーに頼ることがいけないと思っていて、頼ったら「やってしまった」と後
悔をしていました。しかし、この１年間アントレを通して頼るというのは全然悪いこと
ではなく、むしろ進めている PJ をより良いものにできると考えることができるようにな
りました。そして、伸ばせたと思う資質能力は広い視野です。「チームワーク」というも
ののあり方について自分の中で悩み、色々な視点からチームワークとは、と考えていた
１年間でした。そして別の新しい「チームワーク」を自分の力で見つけることができま
した。もともと私は、広い視野を身につけたいと思いながらアントレを行っていたので
それをこの１年間で身につけることができて嬉しく思っています。あと、全然話が変わ
るんですけど、２年時のアントレは楽しみながら取り組めたのもよかったと思っていま
す！

・学んだことは、思いやることの大切さだ。社協の方と初めての打ち合わせをする時に、
社協の方々は常に相手を思いやる力が根底にあった。ただ困っている人を助けるのだけ
ではなく、困っている人を助け、その人が幸せな気持ちになってもらうにはどうしたら
よいのかを考える必要があると思った。私は将来看護師になりたいと思っているので、
困っている人を助けることはもちろん、私にしかできない方法で多くの人を幸せな気持
ちにさせてあげられる人になりたいと思うようになった。伸ばせたと思う力はメタ認知
力だ。プロジェクトを進めていくなかで常に自分をみつめ直すことができたからだ。

・一年間のアントレを振り返って学んだことは「なにか取り組むときは自信をもつこと」
でした。この言葉は私が２年生のときにオンラインフィールドワークのときに大学生の
紹介で観光に詳しい明星大学の田原教授から頂いた言葉です。この言葉は自分が地域の
観光地に自信がなかった僕にはとても印象に残りました。このことはアントレだけでは
なくこれから社会に出ていってからも活用できると思います。この言葉を大事にしてこ
れから過ごしていきたいです。次に、伸ばせたと思う資質能力は「自分の意見を伝える」
ことです。１年生のときは自分の意見を言えなかったですが、２年生からは自分のこと
は自分でしないといけなくなってしまったので、この能力が身についたと思います。

・相手を信じて待つことが口で言うのは簡単だけど、実際にするのは難しいし、大変だっ
たと思いました。ですが、それが出来る先生になりたいし、相手の思いを引き出せるよ
うな人になりたいので、それが今回の活動を通して少し得意なことになったのが良かっ
たと思いました。信頼してもらえると、頼ってもらえ、協力してもらえ、また一緒に活
動したいと思って貰えると感じたので、協力してくれてる人を裏切らないような活動を
していきたいと思いました。

・私は１年間のアントレで２つのことを学びました。
　１つ目は｢やることを明確にして取り組む｣ということです。今年のアントレは自分自身、

何をしたいのかいまいち分からず始まりました。色んなことが出来そうなコミュニティ
を選んだものの、余計に何をしようか悩みました。その中で始まったアントレですが私
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の班は主に２年生は私ひとりでその他は１年生２人でした。引っ張っていかないといけ
ない立場でクヨクヨしていたことに申し訳なく感じます。こういう風に迷った時はせめ
て自分の興味のあることをすべきだと思いました。私は吉賀町の ｢ 働く世代 ｣ について
どれくらいの社会保障があるのか気になっていたのでそういった内容をすれば良かった
と後悔しています。

　２つ目はアントレは地域の課題解決をすることももちろんですが、なにより ｢ 持続可能
かどうか ｣ も考えなければいけないということです。といっても少子高齢化が進んでい
るので限界はあると思います。しかし、みんなが考えたプロジェクトがこれから少しで
も続いていかないと意味がないと思いました。せっかく地域課題に注目して取り組んで
いるのに解消されるのは私たちが取り組んでいる期間だけになってしまいます。だから、
後輩たちが引き継ぎたいと思えるようなプロジェクトを考えるべきだったと思いました。
そして、私がアントレを通して伸ばせたと思う資質能力は、｢ 困った時に助けを求める
力 ｣ です。私の班はものづくりということで、木を使ったわけですから、本当に自分た
ちだけではプロジェクトを進めることが出来ませんでした。そんな中で困った時はすぐ
に地域の方に電話をしてどうしたらいいか尋ねました。地域の方は見返りを求めること
なく私たちに無条件に力を貸してくれました。私は今まで人見知りということもあり、
あまり地域の方と関わることがなかったので、そんな優しさに触れることがありません
でした。しかしこのプロジェクトを通して自分から ｢ 困ってます ｣ ということで地域の
方に限らずたくさんの方が私たちを助けて下さいました。これからも困った時は色んな
人に助けを求めようと思います。( 自分も助けられる人間になろうと思います。)

・私は多文化共生というジャンルで活動してきました。私たちの班は、主張できる人がい
ませんでした。最初は自分も空気を読んでしまいあまり意見を言い出すことができず全
く活動できませんでした。最終的に皆それぞれの意見を出し合い議論して活動の見通し
を立てることができましだが、やはり積極的に行動することが大切だと学びました。そ
してその中で何ができて何ができないのかというような感じで物事を考えることによっ
て広い視野で考えることを伸ばせたと思います。

・一年間の活動を通じて学んだことは、いくらでも目標を変えてもいいということです。
僕たちの班は最初に掲げていた目標をオンラインフィールドワークで貰ったアドバイス
を踏まえて本当のニーズを調べて新たな目標を作りました。伸ばせたと思う資質能力は、
アントレを自分事として捉えて考えるということです。
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2022 吉賀高校アントレ全体講評

青山学院大学　教育人間科学部　 樋　田　大二郎
　予想していたことでしたが、アントレ発表会では、やはり目を見張ってしまいました。
　2021年９月上旬に高校生と大学生が紹介動画を交換・視聴し、9月22日には早速大学生と
高校生がオンライン交流。このときの吉高生は声が小さかったり、目が泳いだりしていまし
た。秋の大学生の吉賀町訪問は直前に中止。代わりに、10月29日と11月１日にオンラインで
交流。この後、高校生は自分たちで研究・実践を進め,問題意識も明確化。大学生は中止に
なった吉高生の東京フィールドワークに代わるオンラインフィールドワークの訪問先探しの
開始。高校生への伴走という難しい課題に挑戦しました。12月１日には再度オンライン交流
し、12月８日に、いよいよフィールドワークを実施。高校生と大学生は一緒に様々なフィー
ルド先を訪問しました。高校生は自分たちの企画をプレゼンして専門家と意見交換。高校生
がしっかりと準備し堂々とプレゼンする姿が印象的でした。そして、12月15日中間発表会、
翌2022年２月10日にアントレ発表会。
　振り返ると交流開始当初、吉高生の取り組みはありふれて見えました。上述のように自信
がなさそうでした。しかし、吉高生は成長しました。吉賀町内の訪問先や高校の先生方と生
身のやりとりがあり、町の課題を知ったり、町で熱く生きている人を知ったり、町の人に支
えられていることを知ったりしました。そのことが自分たちを積極的にしたとアントレ発表
会の中で語られていました。
　私が目を見張ったのは、自分自身を問い自分の強みを生かそうとしたり、失敗を次に生
かした(い)という発表が複数あったことです。複数あったと言うことは吉高生同士で刺激し
合っていることを示唆します。先人たちの経験では起業や地域への貢献は多かれ少なかれ失
敗体験が必要です。今は、下を向いている吉高生がいるかもしれません。でも何もしなかっ
た人は失敗すらできないし、後悔したり下を向いたりもできない。吉高生や吉高生と協働し
た住民はアントレの失敗や成功を通して確実にたくましくなっています。ぜひ、次のステー
ジへと目を向けて欲しい。
　最後に一言、大学生は今年の吉高生から貰った学びを来年の吉高生に倍返しします。

大正大学　地域創生学部　 浦　崎　太　郎
　吉賀高校のアントレ発表会は３年続けて拝見している。今年も昨年までと同様、六日市体
育館へ行って全員に立ち会い、空気を感じるのを楽しみにしていた。しかし、時節柄オンラ
イン化され、代表９名の発表にしか立ち会えなかったとはいえ、今年もまた実践が深まって
いるのを画面越しに実感した。
　吉賀高校のアントレは、これまでも「地域に溶け込んでいる」点で別格だったが、今回は
「地域を～する」意識に「自分はどう生きるのか」「自分は社会にどう関わっていくのか」
意識が加わり、目つき・顔つき・声の力など、これまで以上に力強さを感じた。そして、ど
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の発表からも「自分らしさを発揮して」地域で新たな価値を生み出す姿勢、活動を通してこ
その成長がハッキリ見てとれた。
　今さら言及するまでもなく、｢総合的な学習の時間｣に地域課題を発見・解決する学習を先
駆的に導入し、成熟を果たしてきた点で、島根県の右に出る県はない。また、それは「課題
の発見・解決能力」が強調された旧課程と整合的でもあった。しかし半面、自分軸に対して
地域軸が強調されすぎるあまり、探究と進路が生徒一人ひとりの中でつながりにくい傾向も
一部に見受けられた。結果「２年で探究を引退し、３年では進路実現に向けて動く」という
流れになりやすかったほか、探究の成果を進路に生かす幅も広くはなかった。また、自分軸
を強調する新課程への移行が難しくなる面もあった。
　吉賀高校は特に最近１年間、こうした課題に対して、新課程の導入や展開をしっかり見据
え、これまでに築かれてきた分厚い基盤を尊重・継承しつつ、生徒一人ひとりの自分軸を織
り込んでいく挑戦を先駆的に続けてこられた。その一つが、３年になってから２年まで歩み
をふりかえり、自分の成長を確かめ、将来につなげる、という流れへの軌道修正だ。
　私はそれまでも、２年で探究を終える学校と、３年まで続ける学校で、生徒が卒業するま
での成長度に相当の差があることを感じていた。しかし、同一の生徒が２年生から３年生に
かけて成長していく様子を見たことはなかった。それを初めて目の当たりにしたのが、昨年
７月20日の吉賀高校、３年の最終発表会だった。この学年は１年生の頃から見ており、２年
２月の発表でも成長を十分に感じていたが、それから約５ヶ月間の変化には目を見張るもの
があった。それは私に「世の中と向きあい、自分自身と向きあった者は、これほどまで成長
するものなのか」という驚きを与えてくれた。
　それに関連していたのであろうと確信できるのが、１・２年生の成長だ。全国的にみれ
ば、島根県の高校がコロナ禍で受けた制約は少ない方だったとはいえ、例年に比べれば、現
場に出かけ、リアルに人と関わる機会は著しく少なかったはず。それは、挑戦や成長の機会
が減少したことを意味し、どこまで１・２年生に影響が表れるのか心配していた。しかし、
代表者９名の発表を見て、心配は吹き飛んだ。
　そして、限られた機会の中でも１・２年生が想像以上に成長を遂げることができたのは、
７月の最終発表会で３年生が１・２年生に対して直に語った｢自分らしさを地域に生かした
経験｣ ｢活動を通しての成長｣ が効いているからではないか、と思った。換言すれば、「１・
２年生にとって最終発表会は、先輩から探究する意味を深く感じとり、制約や困難を克服し
ようという意志が芽生える機会となったのではないか」という見解を持っている次第であ
る。
　以上、コロナ禍が２年も続く厳しい局面にあっても進化を続けるアントレ、成長を遂げる
生徒の皆さんには、眩しささえ覚える。それが実現したのは、先生方と地域の皆さんとの強
い絆があったればこそ。敬意を表せずにはおれない。それをふまえて、アントレの次なる目
標を提示させていただきたい。それは、教科学習とのさらなる有機化だ。
　例えば「多文化共生」というテーマを持った生徒ならば、すべての授業で「多文化共生プ
ロジェクトに活かせることはないか？」というアンテナを立てて学ぶ。そして、様々な科目
で掴み取ったことを組み合わせてプロジェクトに活かす。先生方も、各生徒のテーマや挑戦
と科目の内容とがつながる素材を導入できる余地を探る。こうすることで、各生徒が自身
のテーマに応じて教科横断的な学びを深めることができる。年度始めに「年度末の発表会で
は、自分のプロジェクトに、どの教科で身につけたどんな力を、プロジェクトのどこにどう
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活かしたか？を語ってもらう」と告知しておけば、一層効果的だろう。
　また、各生徒が残した記録から、各教科担任が自身の科目に関連する部分だけを抽出して
いけば、意義深い形で観点別評価を実施することができる。いや、そもそも観点別評価の前
提は「諸科目で学んだことを実社会や実生活で活かす活動の存在」であり、それを既に十二
分なレベルで実装できている吉賀高校だからこそ挑みうる世界といえる。「考えるための技
法」等とも絡めつつ、ぜひ実践をお願いしたい。
　来年どんな姿に出会えるのか、今から楽しみでならない。再びリアルに拝見できる日が来
ることを期待しつつ、私からのコメントとさせていただきたい。

法政大学　キャリアデザイン学部　 寺　崎　里　水
　今年度は、選ばれた人たちの発表だけを聞いたので、全員の発表を見ることができなかっ
たのがとても残念です。その限られた発表を見た限りの今年度の講評として、生徒たちの成
長と、活動の内実の２点から見ていきます。

〇生徒たちの成長
　選ばれた人たちの発表については、自分（たち）の感じたことを伝えようとする意欲が高
まっていることを感じました。また、多くの人と関わるなかで、前よりも人前で話せるよう
になったとか、自分の意見を言えるようになったなどの感想を聞けて嬉しく思いました。
　そういう評価基準になっているし、また、発表の形がそのように誘導しているのかもしれ
ませんが、生徒の活動に対する評価が自分自身の感覚に向かいがちであることが気になりま
した。「～ができるようになってよかった」「自信がついた」という成長は、その先で、地
域社会のなかで暮らす自分自身の役割の認識や、社会のなかに居場所をつくっていく力につ
ながっていてほしいです。具体的な知識やスキルの習得、社会的ネットワークの拡大といっ
た事柄も評価軸に入れて、活動を評価できるようになったらいいなと思います。
　また、地域やもっと大きな社会のなかで活動するためには、自分にはこういうことが足り
ていないとわかった、という発見はなかったのでしょうか。私は何かの活動をしようとし
て、自分の知識不足やスキル不足に気づいてがっかりして、それから猛烈に勉強をしたくな
ることが頻繁にあります（したくなるだけです）。活動を続けていくうえでの自分の力不足
に気づくことも、次の成長のためには大切なので、そういうくよくよした気持ちも大事にし
て、成果として報告してほしいと思います。
　そういった、自分の感覚だけに目を向けないためにも、具体的な目標値を設定してみては
いかがでしょうという提案をします。「自信がついた」「充実していた」という個人の内面
的な充実度は、事前に活動目標として設定することが難しいです。プロジェクトアドベン
チャーという教育プログラムでは、毎日の活動について、事前に個人の目標を数値にして発
表し、チームのメンバーが互いにそれを達成できるようにフォローしあうことを奨励して
います。フィールドワークで役場や企業にインタビューに行く前に、「今日は２つ質問をす
る」「一番に質問をする」など、個人が具体的な数値目標を設定して、それをチームのなか
で共有しておきます。「メモを２ページとる」とかでも構いません。活動後、目標を達成で
きたかどうかを確認するところから振り返りを始められるのもいい点です。一つひとつは小
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さな目標ですが、見える形で目標を設定し、達成する経験を積み重ねるのは意義があると思
います。

〇活動の内実
　とても興味深い成果をあげている発表がいくつかありましたが、そのプロセスをみると、
大切にしてほしいポイントがないがしろになっているように感じました。
　ポイント一つ目は、課題発見が丁寧になされていないということです。昨年も今年も、
「コロナでなんらかの活動ができていない」という課題設定がたくさんありました。ある意
味では真実ですが、では、コロナ前はそれらの活動はとても充実していたのでしょうか。た
とえば世代間の交流について、コロナ前は充分に世代間の交流があったのでしょうか。「コ
ロナで～できない」というのは一番安易で手軽な理由ですが、そういうものを利用すること
で、地域が抱える問題の本当の姿が見えなくなっているように思いました。
　同じことが、吉賀町の観光促進活動にも言えます。毎年、テーマとしてあがっています
が、吉賀町の誰にとって、観光が重要な課題なんでしょうか。知名度が低いことは、誰に
とって、どうして問題なんでしょう。そういうことをきちんと考えないまま、乱暴に課題発
見をしても、いい解決方法は出てきません。逆に、解決方法として高校生が思いつく程度の
ことは、99.9％、大人が先に考えています。残りの0.1％を見つけるためにも、もっと丁寧な
課題発見をしてほしいです。
　課題発見から解決策としてのプロジェクトの立案は、病院の診断と処方と同じです。正し
い診断がなされないまま、処方だけがあるというのはおかしな状態です。体調がすぐれない
とき、病院に行くと診断にとても時間をかけます。様々な検査を繰り返しますし、患者もセ
カンドオピニオンなどの手段で複数の意見を聞いたりします。また、医師が処方した薬は薬
剤師が専門家としてチェックしますし、治療法は複数の医師のカンファレンスで方針や手段
を確認します。人ひとりの病気ですらそうなのですから、（地域）社会のなかにある不具合
を発見し、それについて何かを提案するというのはとても大変なことです。病気はすべて
の人にとって同じように不具合ですが、社会のなかでの誰かにとっての不具合は、別の人に
とってはメリットかもしれないからです。
　そう考えると、もっと時間をかけて、丁寧に地域の人の話を聞いたり、他の地域の情報を
集めたりして、自分が見つけた不具合を説明する必要がありますし、対処法についても、不
具合のどの部分にどういうふうに効きそうなのか、考える必要があります。社会学では、診
断ができた時点で研究の７割は完成したようなものだと考えます。高校一年生の活動では
この診断の部分にほとんどの時間をかけて、丁寧に町のことを知り、考えたらいいと思いま
す。
　二つ目の重要なポイントは、この診断過程で用いる方法についてです。とにかく話を聞き
にいくことがフィールドワークとなっていますが、本来、話を聞きに行くこととアンケート
をとること、何かを観察して実態を知ること、資料を検索することは、それぞれ別の目的に
応じた活動です。調査方法の違いを理解し、適切に選択できることが探究型学習の学習課題
でもあるはずなので、ぜひ、使い分けてほしいです。
　ポイント三つ目は、協働活動の「協働」の意味があまり丁寧に考えられていないというこ
とです。とにかく話を聞きに行くということもそうですが、話を聞きに行くためには、必要
最低限のことは事前に勉強しておかなければなりません。何も知らないので聞きに来ました
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というのは、相手を便利な辞書代わりにする行為です。とくに吉賀町のこれまでの取り組み
や、過去に先輩たちがどんな活動をしてきたのかは、事前にある程度調べて共有していたほ
うがいいのではないでしょうか。何も知らないまま来ても話をしてくれる地域の人たちは、
優しいのではなくて、期待をしていないのではないのかもしれません。「もっと勉強して出
直してこい！」と高校生を叱ってくれるほど、期待してくれたらいいですよね。
　今回の発表のなかでは、とくにＤ班について、企業に一緒に活動できないと断られたら、
次の企業に、また次の企業にと、どんどん候補企業を替えていたように発表を受けとめまし
た。通常、一社に断られた場合、自分たちの持ち掛けた提案内容に問題があったと考え、そ
れを修正する方向に向かうべきですが、そのプロセスはあったのでしょうか。商品開発には
詳細なマーケティングリサーチやマネタイズの具体的なプランが必要ですが、それについて
の内容や修正のプロセスは発表では聞けませんでした。そういう内容の部分の失敗・挫折で
はなく、打診をして断られるという失敗・挫折だけが注目されるのだとしたら、私は評価方
法として間違っていると思います。
　また、協働活動は互いにメリットがないと永続しませんが、D班の場合、高校生が提携先
に提供できるものがなんなのか、ついにわからないままでした。キャリアデザイン学部では
企業と協働して商品開発をする授業がありますが、発表を聞いた限りでは、この授業なら決
して許されない状況のように思いました。高校生の分にあった活動をしろというわけではな
くて、高校生の枠組みを大きく超えた活動をしようとする場合は、相応の勉強や努力が必要
だということです。
　ポイントの四つ目は、診断と処方でいうと、処方が先走っていて、そのことが本人の充実
感と満足以外に、どういう効果をもたらすのかが不明な活動があったということです。いく
つか発表があったイベント実施は、対象者に一時的な楽しみを提供しますが、その効果の範
囲や持続期間はうんと限られています。とにかくなにか活動をしたり作ったりしたらいい
というのは、バブル期の箱もの行政とよく似ていますし、昨今のSDGsの流れに反していま
す。
　以上の四つのポイントは、高校生自身が時間をかけて丁寧な診断をしたうえでの課題発見
が必要、ということにつながっています。現在は一年のうちになにかのアクションをするこ
とがゴールになっていますが、一つひとつのポイントを丁寧にこなしていくためにも、高校
一年生は地域を知り、自ら課題を発見する力を丁寧に養成することに時間をかけて、アク
ションは２年生以降でもいいように思いました。

　高校生の活動をみながら、途中経過やオンラインフィールドワークのときにはあんなに不
安でいっぱいで、まとまっていなかったのに、こんなに一気に形になっていくのかと、発表
を聞いていて驚きました。高校生の活動する力はもちろんですが、そのために先生方やコー
ディネーターの方々が毎日働きかけてこられたのだろうと、改めて吉賀高校の教育する力を
実感しました（大学生も少しは貢献しているといいですが）。ふだん、会っている大学生に
はこういうことはできるかな、できないとしたら何が足りないんだろう、などと反省もしま
した。上の文章は、そういう自分のことはいっさい棚にあげて、こういうことができたら
もっと素晴らしくなるのに、という思いをまとめました。高校魅力化の流れとは別に、課題
探究型学習やプロジェクトベースドラーニングなど、大学での学びにつながる高校での学
びのあり方や、不確実性を増す社会のなかで必要とされる知のあり方、あるいはシティズン
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シップの涵養といった新しい教育の課題があります。それらの観点から見ても、吉賀高校の
活動は意義のある活動だと考えますし、活動の端っこに関われてとても光栄で楽しいです。
今後も期待しています。

青山学院大学　教育人間科学部　 大　木　由　以
　朝からの発表お疲れ様でした。一年を通して皆さんのアントレの取り組みを見させていた
だきました。ずっとオンラインでのかかわりでしたので、断片的ではあると思いますが、プ
ロジェクトが発展していく様子、生徒の皆さんが変化していく様子を垣間見ることができま
した。私自身も、とても刺激を受けています。ありがとうございます。
　発表会に参加をして、「これってすごく大事なことだよな」と感じたことがあります。
　まず、皆さんが自分たちの暮らしている地域社会に目を向け、皆さんが自分たちの暮らし
ている地域社会で  “どのようなことがおこっているか” 、 “どのような人たちがいて何をし
ているか”  を知り、その実態を紋切り型の言葉ではなく、リアルな言葉で説明できるように
なることです。今日の発表では、皆さんが暮らす地域社会のこと、そのなかで皆さんが考
え、経験したことを、リアルな言葉によって聞くことが出来ました。
　また、地域社会に目を向けることによって、皆さんがアントレの活動の中で考え・試みて
いることが、皆さんだけでなく、地域の様々な主体によっても同じように考えられ・実施さ
れていることに気づくことです。発表の中には、「自分たちと同じように地域のことを考
え、様々なことを試みている人がいることに気づいた」というコメントがありました。とて
も大事な気付きだと思いました。
　そんな皆さんの様子を見ながら、 “これから”  についても思いを巡らせていました。
皆さんは今、吉賀高校の  “生徒”  として様々なことに取り組んでいると思います。でも、皆
さんは吉賀高校の  “生徒”  であると同時に、 “地域の〇〇さん”  でもありますよね。皆さん
も、何かの機会に地域の〇〇さんとして、誰かのプロジェクトを支えることができます。ア
ントレの活動を通して学んだことを、是非、他の誰か（それは生徒には限られません）のプ
ロジェクト（プロジェクトという呼び方はしていないかもしれません）の発展に生かして
いってほしいと思います。
　今はまだ、自分たちのプロジェクトを成功させることが最優先かもしれません。それはも
ちろん大事なことです。ただ、プロジェクトを成功させて終わりにしてしまうのではなく、
活動を通して学んだ成果を、自分のためだけでなく、他の誰かに届けるかたちで応用して考
えていって欲しいです。そんなことを心がけていけると今年度の活動がさらに意味のあるも
のになるんだろうと思っています。最後に、今日は代表者の発表でした。発表がなかったグ
ループのプロジェクトについても、どうなったかな？と、とても気になっています。まだ
道半ばのプロジェクトもありますね。これからどのようになっていくのか、とても楽しみで
す。
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日本女子大学　家政学部　 樋　田　有一郎
　みなさん発表お疲れ様でした！今年はコロナで大変だったと思います。しかし、人との交
流が制限されている中で、地域の人との交流の大事さを発表で示されたと思います。一緒に
活動した大学生にとっても、地域や社会の重要さを普段とは違う形で感じることが出来まし
た。実際に会うことが出来ませんでしたが、オンラインで密な交流ができたと思います。
　今年の活動では（でも）、すごいところをたくさん見させてもらいました。
　まず、高校生の皆さんが、スマホやクロームブックを使って研究内容を蓄積していく姿に
感動しました。得られた写真や動画といったデータを議論する中で、リアルタイムに資料に
反映させながら発表資料を作っていく様子に圧倒されました。オンラインでの活動でした
が、普段以上にコミュニケーションができたと思います。オンラインフィールドワークによ
る探究活動の可能性を切り開いたと思います。
　そして、今年は、試行錯誤している姿が印象に残りました。自分たちの活動が、本当に地
域社会にとって必要なことなのかを振り返る時間が多かったと思います。押しつけになって
いたり、独りよがりになったりしないかと立ち止まる機会が多かったと思います。自分達が
楽しいと思うことと、地域の人が楽しいと思うことが一致しているのか立ち止まって考えて
いる様子が見られました。自分たちの弱みと強みをよく考えて、活動をアップデートしよう
努力しているのがよく分かりました。
　また、今年は例年よりも比較の視点を採り入れようとしているように見えました。例年、
吉賀町と東京の2地点での活動でした。今年は、東京だけでなくて、全国の地域での取材を
重ねていました。自分の暮らす地域をより相対化して、地域の価値を見直されていたと思い
ます。なぜよその町では出来ることが吉賀町では出来ないのか、反対に吉賀町では出来てい
るのになぜよその町では出来ないのかといったことを考える内容が見られました。とても貴
重な視点だと思います。ぜひ深めていって欲しいです。
　最後に、活動の継続性を考えていた点が感じられました。例年と違い、フィールドワーク
先と継続的な関係を持たれている点がすごいなと感じました。フィールドワーク先とオンラ
インでつながり続け、吉賀町とよその町との交流による相乗効果を生み出そうとしてる点が
新しいと感じました。今回作った関係をぜひこれからも育てて欲しいと感じました。きっと
これまでにない価値を作れると思います。

　これからみなさんの活動はさらに深化していくと思います。コロナの流行のような状況は
徐々に収まると思いますが、ぜひ今回の活動で学んだことを花開かせていって欲しいと感じ
ました。これからもみなさんと一緒にさらにおもしろいことを作っていければと思います。
がんばりましょう！



- 70 -

高大協働研究（青山学院大学・法政大学）より　～大学生コメント～

　最も印象に残っているのは、やはり吉賀高校のアントレプレナーシップ教育への参加で
す。私の通っていた高校では、全員が大学へ進学することが当たり前で、キャリア教育とし
て行われていたことは、遠足での大学訪問くらいでした。そのため、吉賀高校では、アント
レにたくさんの授業時間を確保し、高校生が主体として活動を進めていること、とても具体
的な事に驚きました。地域の課題について考えることがあっても、そこにある需要と、自分
がやりたいことの二つを組み合わせて、プロジェクト化し、社会との自分らしい関わり方を
探っていく、という活動は、高校生には難易度が高いのではないかと感じる場面も多い一方
で、そのような経験を高校生でできることに羨ましさも感じました。私の班の高校生は、放
置されている柿によって鳥獣被害が起こっている事に注目し、柿と地域の特産品を組み合わ
せて商品化し、それを売って得た利益で鳥獣被害を防げるように電気柵を設置したい、と考
えていました。そして、商品化のために、色々なアイディアを出したり、より良い方法を考
えたり、試作を重ねアンケートをとったりしていて、日々のLINEでも、どんどん新しいも
のを見せてくれて感心していました。大学生でありながら、吉賀高校生がしているような活
動の経験がなく、自分はどう役に立つことができるのか、伴走者とはどんな目線でいたらい
いのかというのが難しかったです。しかし、オンライン企業訪問に際して、今の段階から次
へ進むには、どんな人に話を聞くと良さそうか、どんなことを伺いたいか、何から優先的に
質問すると良さそうかなどを高校生と一緒に考え、実際に企業の方と高校生をつなぐ役割
を果たせた時には、直接は会っていなくても最初より一体感が生まれ、一緒に活動している
実感と、自分が参加した意味があったかなと思うことができました。来年度には実際に会っ
て、もっと近くで一緒に考えたり挑戦したり失敗したりしたいです。高校生の行動力やアイ
ディアに感心するばかりでしたが、ここで受けた刺激を大切にして、自分の将来について
も、需要とやりたいことから職業を考えるようにしたいと思いました。アントレの授業があ
る吉賀高校はとても魅力的な教育を行っていると感じます。

　わたしがこのゼミで印象に残っているのは、吉賀高校の高校生と外部の方の協力を得て
行った、オンライン交流会です。わたしのイメージした活動は、コロナが収まっていれば、
吉賀町に訪問し、レクなどを通して高校生と仲良くなったうえで、ともにアントレの活動に
ついて考え、さらにそれを生かした情報提供の場を作ることができるというものでした。で
すが、吉賀町に行くことも高校生に来てもらうことも難しくなり、活動についての不安があ
りました。高校生にいつも情報をもらいまとめるだけで、机上の空論を押し付けているので
はないか、本当に企画の内容や、意図、現状を私はわかっているのかと考えることが多くあ
りました。私はその不安を少しでも解消するため、高校生とのコミュニケーションの機会を
大切にするようにしました。オンライン交流の際にただ話を聞くだけでなく、踏み込んだ意
見を言い、それに対して問うてみたり、分からなかったり疑問に思うことについて逆に質問
はないかなどを聞く機会を作りました。またオープンチャットを活用し、日常会話を交え、
活動についての相談や意見を言う機会や、気軽に話す機会を作りました。そうすることでオ
ンラインの壁を少しでも乗り越えられるようにしようとしました。オンラインの交流の際の
報告だけに使っていたオープンチャットも、頻度を増やしたり、返答方法を絵文字にしたり
することで、反応が返ってくるようになりました。ですが私の考え通りには中々いかず、日
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常の話や活動の話は全員から聞くことはできませんでした。距離を縮めることは、少しでき
たのかなと思いました。
　私が印象に残っていることは吉賀高校の高校生が私の想像以上に、主体的に行動する力が
あったことです。私たちの班は柿を使った食べ物を考えることをまずは行ったのですが、私
達が何もアドバイスしなくても「今柿の佃煮を試作しています」など、自分たちで考えて行
動していました。企業の営業部長のインタビューから、パッケージに地域の特産品を入れる
と良いということを知った時には、休憩時間中に彼岸花や棚田が有名ということを調べて教
えてくれました。すぐに主体性を持って行動に移せる高校生を見てとても感心し、印象に
残っています。

　探究的な学びを実際自分の目で体験できたことが一番大きいです。私は中学高校時代に、
自分で課題を見つけ、解決するために活動する探究的な学びをしたことがありませんでし
た。教育学科にいると何度も「生きる力の育成」「主体的・対話的で深い学び」という言葉
を耳にしますし、私自身もそのような学びが生徒の力を伸ばすのだろうなということは理解
しています。しかし実際どのような活動を生徒にさせるのか、教師はどんな手助けをすれば
よいのか具体的なイメージが湧きませんでした。吉賀高校生との交流を通して、まずは1年
生の時に地域の人にインタビューをするなどして課題を各自見つけ、その後解決策を考え、
専門家や企業などにインタビューなどをしながら、最後は発表して他の人の意見などを聞く
という探究プロセスの流れを知ることができました。これから教育実習など教育の現場に実
際携わることが多くなるので、この探究プロセスを生かしていけたら良いなと感じています。

　吉賀高校との交流からの学びは、自らが企画したフィールドワークに高校生が嬉しそうに
取り組んでいるところをみて、企画した側も嬉しくなるということを知ることができたこと
です。これはきれいごとではなく、本当に自分の中で高揚感のようなものが沸き上がったと
いうことを伝えたいです。私は今までの大学の授業では基本的に受け身的に情報を受け取っ
て、それをいかにインプットできているかということばかりに重きを置いてきましたが、実
際に「誰かのために」学びの場を作り、それが喜んでもらえたということにはとてもやりが
いを感じました。このような経験から、もし私が教員採用試験に合格して教師になることが
できたならば、学習者が笑顔で生き生きとした顔になるような、受動的ではなく能動的な学
習の機会を児童に作ってあげたいなと今までより強く思うようになりました。これは、ゼミ
に入る前からも思っていたことで、このゼミ活動によってこの思いがより深まったことがと
ても嬉しいです。

　吉賀高校は自然の豊かさに恵まれていて小規模な学校、こちらは都会で大規模な大学とい
う、そもそもお互いが育ってきた場所や環境が異なっており、そういう人たちで交流するこ
と自体に、自分の固定観念などが払拭されるという意義があると考えられる。
　また、教員になるにあたり、年下の世代と関わることのできる機会は非常にありがたかっ
た。年下と言っても、高校生も一人の“大人”として扱う、ないし関わるべきだと思った。
これは教員になっても（中学校志望だが）、社会の一員としても該当することだと感じる。
吉賀高校生との交流では、この子は何を言いたいのか、どうしたいのかなど一つ一つのこと
に対して真摯に向き合うことの大切さを学ぶことができた。中学校教員を目指すにあたって
ひと足早く、同じプロジェクトに向かうという特異なスタイルで関わることができ、一緒に
同じ方向を目指すことの大切さや心地良さも学ぶことができた。
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（山陰中央新報社：
　　令和４年２月10日付）

（山陰中央新報社：
　　令和４年２月11日付）
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